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 マーケットによる公共空間の利活用実証実験  
 

 個店の集合体であるマーケットを開催することにより、単独店舗以上の魅力

と集客を創造し、コロナ禍で衰退する事業者を支援し、地域経済を活性化させ

るとともに、日常生活に「たのしみ」や「豊かさ」を提供することを目的とし

ています。 

また、普段使用されていない公共空間を活用することにより、今後の公共空

間の利活用方法等を模索していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 出店者情報チラシ １部 

 

【既に終了したマーケット】 

第１回  令和４年５月 18 日（水）午前 11 時～午後５時  

本庄市役所（市役所玄関前）４店舗出店 

第２回  令和４年６月 15 日（水）午前 11 時～午後５時 

本庄市役所（市役所玄関前と市民ホール）７店舗出店 

降雹被害のとうもろこし販売も同時に実施 

問合せ先 

 ○本件記事に関すること 本庄市商工観光課 担当：出牛 

電話：０４９５（２５）１１７５ 

第３回 マーケット 

 日時：令和４年７月 29 日（金）暑さを避けるため午後５時～午後８時 

場所：本庄市役所（市役所玄関前）７店舗出店（内キッチンカー４台） 

 

第４回 マーケット 

日時：令和４年８月 10 日（水）暑さを避けるため午後５時～午後８時 

場所：本庄市役所（市役所玄関前）出店者募集中 

 

実証実験は、毎月１回程度開催しますが、曜日、時間も実験的に変更し、

開催場所についても、市役所庁舎以外の公共空間を会場とすることで、  

これからの公共空間の利活用方法等の参考資料とします。 



マーケット出店者情報（公共空間の利活用）

日時：7月29日(金) 17時～20時

場所：本庄市役所広場（正面玄関前）

※事前予約する場合は、店舗の定休日等が異なりますので、ご注意ください。
※事前予約以外の当日販売もございます。また、こちらに掲載されている
商品以外の販売もございますので、ぜひ当日マーケット会場にお越しください。

こびとのスプーン

予約締切：7月27日(水)午後5時まで
連絡先：InstagramDM（右コード） 店舗住所：キッチンカー

本庄農業女子

本庄近隣で農業をしている女性で構成されたグループです。
地元のみなさんに、もっと地元農業の魅力をお伝えしたい！

そんな想いで活動しています。
採れたての新鮮でおいしい野菜を販売します！！



MIKIMANA PIZZA

予約締切：7月28日(木)午後3時まで
連絡先：InstagramDM（右コード） 店舗住所：キッチンカー

本庄パン処 麦と豆

予約締切：7月28日(木)正午まで（定休日：木曜日）
連絡先：0495-71-9147 店舗住所：本庄市銀座3-1-30

※
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SUZUKIYA

宝美いちご
事前予約：無 店舗住所：本庄市早稲田の杜4-9-7

予約締切：7月27日(水)午後5時まで
連絡先：0495-71-7914 or InstagramDM

店舗住所：本庄市朝日町2-3-62



hasu cafe

予約締切：7月28日(木)午後3時まで
連絡先：InstagramDM（右コード） 店舗住所：キッチンカー

メニュー
・日替わり惣菜4種類

各350円
・お惣菜4種盛り

500円
・お惣菜ごはんセット

600円
・キーマカレー 700円
・ドリンク各種 380円
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 女性起業家セミナー｢Lady★Go セミナー第 3 弾」について  

 

女性起業家セミナー｢Lady★Go セミナー｣の第 3 弾を開催します。 

今回のテーマは｢突破｣。今自分の前に立ちはだかる壁を突破し、ビジネスをステップ 

アップするため、トラブル回避や経営の悩み解決等のスキルを習得する内容です。 

また、これから起業を目指す人のみを対象としたスペシャルセミナーも開催します。 

(各回のみの参加可能)。｢その道のプロ｣から直接アドバイスを受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 Lady★Go セミナー第 3 弾 チラシ １部 

  

問合せ先 

○本件記事に関すること 経済環境部 商工観光課 担当：佐藤 

                       電話：０４９５（２５）１１７５ 

第７回 ９月６日(火)  

自分の未来は自分で創る！自分らしく起業するための踏み出し方を教えて♥ 

【はじめて起業】  講師 アトリエ DEMETAN 内原 絵美 氏 

         すみれデザイン   山路 晴巳 氏 

対象者：未起業者又は起業に興味がある方 定員：先着 25 名 

申込受付：８月８日(月)～セミナー１週間前まで(Web 申込) 

第８回 11 月４日(金)  

知らないと危ない！はじめて起業の落とし穴 

― 契約書＆ライセンス＆クレーム対応編 ― 

【トラブル回避】  講師 弁護士事務所フォレスト代表弁護士 板垣 雅幸 氏 

対象者：ビジネスを展開している女性経営者 定員：先着２５名 

申込受付：９月 12 日(月)～セミナー１週間前まで(Web 申込) 

第９回 12 月７日(水)  

アイディアが湧き出て止まらない！そんな経営者脳になりたいの♥ 

― 起業・経営の”悩みあるある”をみんなで先回りして考えましょ ― 

【経営の悩み解決】 講師 中小企業診断士ふるさとグローバルプロデューサー 

            高島 稔 氏 

対象者：さらなるプレイクを目指す女性経営者 定員：先着１５名 

申込受付：９月 12 日(月)～セミナー１週間前まで(Web 申込) 

○時 間：10 時～12 時 

○場 所：本庄市役所 ６階 大会議室 

※時間・場所は、各回共通です。マスクを着用して参加してください。 



SeminarSeminar
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恋たま（※）本庄センターでは、メイクアップアーティストによる愛されメイク

のレッスン＆パーソナルカラー診断を実施します。第一印象を良くするとともに、

内面からの輝きもアップさせる方法を学びます。 

 

 
○添付資料 恋たまチラシ ２部 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 企画財政部 企画課   担当：日野・金澤 

                       電話：０４９５（２５）１１５７ 

〇日 時：８月 11 日（祝・木）・31 日（水） 

両日とも９時 15 分～17 時 

○会 場：本庄市市民活動交流センター（はにぽんプラザ） 

○講 師：メイクアップアーティスト HIROKO 氏 

     カラーリスト       藤田倫美氏 

〇費 用：無料（恋たま会員限定） 

○その他：取材可。ただし、事前に事務局へご連絡ください。 

     また、参加者の顔撮影は、ご本人の了承があった場合 

のみとなります。 

    （事務局）恋たま本庄サポートセンター（本庄市社会福祉協議会） 

電話：０４９５（２４）２７５５ 

 

※恋たまとは、埼玉県の公的な結婚支援センターです。恋たま本庄サポート セ

ンターは、県内に３か所あるサポートセンターのひとつで、本事業は、本庄

サポートセンターが実施する事業です。 

【女性限定】恋たま 

メイクアップレッスン＆パーソナルカラー診断の開催 
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 「本庄七夕まつり～星に願いを」の開催について  

 

ほんじょうマルシェ実行委員会では、まちなか活性化を目的として「本庄七夕まつり」

を開催します。本庄七夕まつりは、昨年、緊急事態宣言の発出に伴い、縮小した形にはな

りましたが、約 30 年ぶりに復活しました。金鑽神社から切り出してくる 15 メートル程の

御神竹や、おもちゃが入った氷柱などが三交通りに飾り付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほんじょうマルシェ実行委員会とは・・・ 

埼玉県 NEXT 商店街プロジェクト内のイベント部会から誕生した民間有志メンバーを

中心とした組織。平成 30 年度からこれまでに９回のマルシェを開催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○添付資料 本庄七夕まつりチラシ 

三交通り概要ＭＡＰ   各１部 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること ほんじょうマルシェ実行委員会 代表 山田 康博 

                      電話：０４９５（２２）２３１１ 

  経済環境部 商工観光課 担当：出牛 

                       電話：０４９５（２５）１１７５ 

○日 時：８月７日(日)  

13 時～19 時（交通規制時間：12 時～20 時） 

○会 場：三交通り 

○内 容：飲食等出店（12 店舗予定）、おもちゃの入った氷柱 10 基、燭台氷

１基、短冊のトンネル、竹飾り、御神竹（金鑽神社から切り出して

くる 15 メートル程の竹） 

○協 力：本庄商店街連合会、早稲田大学ＢＡＭ部 



【出店】白抜き数字は移動販売車
❶M'sキャンディー（わたあめ）
❷NINOKURA（飲食？）
❸adatto（アクセサリーWS）
❹てづくりはんこ あみ（はんこのWS）
⑤やきとん明日香（飲食）
⑥MIKI MANA PIZZA（ピザ）
⑦けーこさんのシフォン（ケーキ販売）
❽かき氷（さんき）
❾香の根岸（キャンドル）
❿BAM部（竹あかりWS）
⑪宝美いちご（かき氷）
⓬こめ吉（ビール、ドリンク）
⓭彩鱗めだか（めだかすくい）
⓮武井酒店（アルコール・食物）自店舗
⓯彩鱗めだか（子ども食堂）

【イベント】
①オープンマイクでのライブ
②南京玉すだれ

⓭

⓬

⑪

❿

❾

❽

⑦⑥
⑤

❹❸

❷
❶

１ ４

⓯

⓮
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氷柱10基+燭台氷1基
短冊トンネル

七夕イベントＭＡＰ ２０２２年８月７日㈰ イベント：13時〜19時

御神竹1本

1 1.8m
4 7.2ｍ
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▶ミニ企画展 これでキミも考古学者！ 

私たちが暮らす地面の下には、昔の人が建てた家の跡や使っていた道具などが残されて

います。それらから昔の人々の暮らしを調べるのが考古学です。 

今年は土器に注目。考古学者の目線で、土器の謎に迫ります。 

 

開催期間 7 月 20 日 (水曜日)～8 月 28 日(日曜日) 

 

会  場 本庄早稲田の杜ミュージアム交流ひろば 

 

 

▶土器・どきワークショップ 

「ミニ企画展 これでキミも考古学者！」の開催にあわせ期間限定のワークショップを

開催します。予約不要ですので、お気軽にご参加ください。日にちにより体験できるプロ

グラムが変わります。プログラムの日程は、チラシをご確認ください。 

 

日  程 7 月 23 日(土曜日)から 8 月 28 日(日曜日)までの土・日

曜日(7 月 24 日を除く)・祝日及び 8 月 12 日(金曜日)・

16 日(火曜日) 

対  象 どなたでも 

費  用 無料(土器デザイントートバッグづくりのみ 100 円) 

申  込 不要 

注  意 開館時間中は自由に体験できますが、会場内の密集を避 

けるため、参加人数を制限する場合があります。 

 

 

問合せ先 

○本件記事に関すること 本庄市教育委員会 文化財保護課   担当：山田・松橋 

                       電話：０４９５（７１）６８７８ 

 

夏のイベントのご案内 



  

 

 

 

ミニ企画展「これでキミも考古学者！」では、解説パネルと市内の遺跡から出土した縄

文土器、弥生土器、土師器、須恵器の展示をとおして、文字のなかった時代の歴史を知

る手がかりのひとつである「土器」の謎に迫ります。 

 

土器ってなに？  

粘土で動物や乗り物などをつくって、そのままほっておいたら、硬くなっていた、なん

てことありませんか？粘土は、さらに火で焼くと、成分が化学変化して硬くなり、水に

つけても元の粘土にもどらなくなります。粘土のこうした性質を利用して、器の形につ

くった粘土を、火の中に入れて焼いた焼き物が土器です。土器は、ものを入れる容器で

あり、食べ物を煮たりする調理の道具です。 

 

土器の誕生でなにが変わったの？ 

／食事のメニュー／ 

人類は、おおよそ 150 万年前ごろから火を使うようになり、それ以降、食べ物の食べ方

は生のものと焼いたものの２つでした。土器が使われるようになって初めてものを煮て

食べる生活が始まったのです。 

皆さんの食事を思い浮かべてください。味噌汁やスープ、カレーやシチューも煮てつく

る食べ物です。うどんなど麺類は、もちろん麺を茹でないと食べられません。魚や肉、

野菜などいろいろな食べ物を組み合わせて煮ることで、うまみが合わさりおいしくなる

こともあります。生では傷みやすい食べ物も煮ると長持ちします。 

／人々の暮らし／ 

土器という鍋や釜でものを煮て食べるようになることで、それまで食べられなかったも

のが食べられるようになりました。食べ物の範囲が大きく広がったことは、その後同じ

場所で長い間暮らす生活のきっかけとなりました。また、離乳食が必要な小さな子ども、

硬い食べ物が食べづらくなったお年寄りや病気の人には、煮たり、茹でたりした柔らか

い食べ物は、生きるための助けとなったことでしょう。土器は、人々の寿命を延ばす道

具でもあったのです。 

 

■ミニ企画展「これでキミも考古学者！」 

令和３年度に初開催。考古学ってなに？をテーマに、発掘調査や整理調査について紹

介しました。 

■ポスター掲載写真 ※常設展示中 

 新宮遺跡（しんぐういせき／本庄市児玉町共栄）出土の縄文土器。一般的な縄文土器

の２倍を超える巨大で躍動的な装飾が特徴。新宮遺跡は縄文時代中期に営まれた大規

模な環状集落。 






